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対 象 施 設 横浜市潮田公園コミュニティハウス

対 象 期 間 令和 ７ 年 ４ 月 １ 日　～　令和 ８ 年 ３ 月 31 日

指定管理者 特定非営利活動法人　鶴見区民地域活動協会

実 施 日 令和8年5月21日

点 検 方 法
業務点検実施マニュアルに沿い、指定管理者からの報告書類の内容審査、ヒアリン
グ、施設への立ち入り検査により実施した。

講 評

令和５年に新型コロナ感染症拡大防止のための制限が解除されて以降、利用者数は
増加しており、令和７年度の利用者数は３１，９３６人と、前年度と比較して約１１３％と
増加している。
利用者層別に見ても、幼児から高齢者まで幅広い世代で利用が確認されており、地域
住民の身近な交流・活動拠点としての役割を着実に果たしている。
自主事業については、年間を通じて１０５回実施し、延べ２，１９９人の参加があった。幅
広い世代向けに多様なニーズに対応した事業展開がなされており、公園と連携した事
業も実施するなど、立地特性を生かした取組も実施されている。
サービス向上の取組としては、季節に応じた装飾や七夕・クリスマス等の演出、グリー
ンカーテンの設置、クールシェアスポットとしての活用など、利用者が親しみやすく快適
に過ごせる環境づくりが工夫されている。また、日常清掃の徹底や利用者への協力依
頼により、施設の美観維持にも努めている。
今後も、利用者のニーズを的確に把握し、幅広い世代が参加できる魅力ある事業を継
続するとともに、施設の適切な維持管理を行いながら、地域に根ざした施設としてさらな
る活性化を図っていくことを期待する。

指 摘 事 項 特になし

改 善 状 況 特になし

添 付 資 料 業務点検結果シート（別紙）

令和７年度　管理運営業務点検報告書
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業務点検結果シート（令和７年度総括） 施設名　横浜市潮田公園コミュニティハウス

頻度 点検項目 点検内容 点検結果

利用料金収入実績 収入実績、見込額達成状況

利用者実績
開館日数、入館者数、利用層別利用数、居住
区別利用数、その他利用数

利用者数は、前年度比で113％、３，６６１人の増
加。ほとんどの利用者層で増加している。

会議室等稼働率 部屋別の稼働率
全体の稼働率は約６８%。前年度の６９％と比較する
と横ばいとなっている。

四半期 指定管理料の支出金額、執行率 収支予算書に基づき、適正に執行されている。

ニーズ対応費執行状況（品目、数量、金額）

自主事業実施状況
募集対象、事業名、開催回数、参加人員、経
費、１人あたり参加費、講師謝金、事業計画書
の自主事業計画との整合性

実施回数１０５回、参加者数は延２，１９９名。地域
団体や潮田公園等と連携・協力して事業を実施し
ている。

運営体制 館長、指導員(副館長）、スタッフの勤務実績
勤務シフト表に基づき、適正な勤務時間にて運営
を行っている。

施設の管理状況
点検日時、点検状況
事業計画書どおりの適切な管理の実施（第三
者への委託状況等）

修繕の実施状況 施設修繕の実施状況

備品 備品（Ⅰ種）の購入・廃棄状況 備品管理簿で適正に管理を行っている。

広聴、ニーズ把握
広聴（窓口、電話、ご意見箱、アンケート、市
コールセンターへの意見・要望等）や利用者
ニーズの把握状況と対応、掲示の有無等

年１回の利用者アンケートを実施し、その結果を施
設内壁面に掲示し利用者に周知を図る他、窓口に
て直接利用者のニーズや要望等を把握している。

巡視点検 受付窓口の状況、館内の状況等
受付の対応は明るく、親切かつ丁寧。館内も清掃
が行き届いており、清潔に保たれている。

年１回 利用方法 利用要綱や利用案内の内容、備付け状況等
 利用方法や空き会議室情報など、利用者にとって
分かりやすく掲示・情報提供がされている。

個人情報保護
個人情報保護取扱特記事項の取組状況（研
修の実施、誓約書の提出等）

全職員が研修を受講するとともに、ミーティング等の
時間を活用して、周知徹底や注意喚起を行ってい
る。

緊急時対策 緊急時対策マニュアルの作成・運用状況

防犯・防災対策マニュアルの作成・運用状況

消防計画の作成・提出状況 適切に作成・提出されている。

保険 施設賠償責任保険への加入 適切に加入されている。

研修 職員等に対する研修の実施状況 協会・外部主催研修を活用している。

本市重要施策への
実現に向けての取組

横浜市一般廃棄物処理基本計画に沿った取
組、市内中小企業への優先発注等の取組状
況等

ごみゼロルート回収に参加するほか、分別や資源
化に取り組んでいる。また、市内中小企業に優先発
注している。

地区センター委員会 日時、場所、出席者、議題、意見等
令和７年６月23日に開催。議題は、令和６年度の報
告と令和７年度の計画について。

利用者会議 日時、場所、出席者、議題、意見等
令和７年５月29日、令和７年９月29日に開催。議題
は、団体利用やアンケート調査、サークル作品展に
ついて等。

事故等の発生状況 日時、発生状況、対応、再発防止策の検討 該当なし

損害賠償 損害賠償の発生状況 該当なし

不可抗力 不可抗力発生に伴う影響 該当なし

情報公開 件名、申請状況、対応状況 該当なし

喫緊の対応が必要
又は特に重要な意
見、要望

すぐに対応が必要な施設に対する意見、要望 該当なし

特に重要な施設の維
持管理、修繕に関す
ること

利用の制限を伴うなど、重要な施設の維持管
理、修繕に関する状況

該当なし

改善指導事項

なし

毎月

防犯・防災対策

指定管理料の執行

月１回の機械警備点検など、適切に点検・修繕が
実
施されている。

自衛消防隊、通報連絡班、避難誘導班など、役割
ごとに整理されたマニュアルを作成。また、事務室
内の白板に緊急連絡網や避難経路図を掲示する
ほか、緊急時の対応フローを作成。防犯カメラも設
置している。

随時

特
筆
す
べ
き
事
項

サービス向上や経費節減等の取組事項

■七夕やクリスマスなど季節ごとに館内を飾り付け、利用者も参加し
ながら行事を楽しむことができるイベントを開催している。
■自主企画事業で作成する作品を実際に展示し、事業をより魅力的
に広報し、参加者の増加につなげている。
■電気をこまめに消すなど節電に取り組んでいる。


